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消
費
税
５
％
へ
の
減
税
が
必
要

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
止
こ
そ

　
趾
心
弱
井
上
浩
議
員
が
意
見
表
明

井上浩市議

　
８
日
の
大
阪
市
議
会
財
政

総
務
委
員
会
で
、
日
本
共
産

党
の
井
上
浩
議
員
は
、
消
費

税
５
％
減
税
や
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
廃
止
の
意
見
書
を
政
府

に
送
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

に
つ
い
て
、
採
択
を
求
め
て

巡
見
表
明
し
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
、
政
府
は
消
費

税
導
入
や
税
率
引
き
上
げ
の

目
的
を
「
社
会
保
障
の
た

め
」
と
説
明
し
て
き
た
が
、

消
費
税
増
税
の
本
当
の
狙
い

は
、
大
企
業
の
負
担
軽
減
に

あ
る
と
指
摘
。
そ
の
一
方

で
、
公
的
年
金
の
実
質
削

減
、
医
療
費
の
窓
口
負
担

増
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保

険
料
や
介
護
保
険
料
な
ど
、

社
会
保
障
は
切
り
捨
て
ら
れ

て
き
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　
税
・
財
政
が
本
来
果
た
す

役
割
は
、
社
会
保
障
や
教
育

な
ど
国
民
の
暮
ら
し
・
営
業

を
守
る
こ
と
に
あ
り
、
負
担

能
力
に
応
じ
た
税
制
や
社
会

保
障
制
度
に
よ
る
所
得
の
再

分
配
で
、
格
差
の
是
正
を
図

る
こ
と
に
あ
る
と
強
調
。

　
「
い
ま
必
要
な
の
は
、
消
費

税
減
税
で
消
費
を
活
性
化

し
、
景
気
を
温
め
る
こ
と

だ
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
、
「
副
首
都
」

構
想
に
つ
い
て
市
民
へ
の
情

報
公
開
や
説
明
会
の
開
催
な

ど
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

も
、
採
択
を
求
め
て
意
見
表

明
し
ま
し
た
。
９
月
に
維
新

が
公
表
し
た
同
構
想
の
骨
子

案
で
は
、
「
特
別
区
」
設
置

が
「
副
首
都
」
の
認
定
要
件

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
骨
子
案
に
対
し
。

　
「
（
大
阪
市
廃
止
の
）
『
都
』

構
想
を
前
提
に
す
る
の
は
邪

道
だ
」
な
ど
の
批
判
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

　
「
変
え
る
べ
き
は
政
治
の
中

身
。
地
方
自
治
の
本
旨
に
基

づ
く
政
治
を
進
め
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
だ
」
と
述
べ
ま

し
た
。
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